
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
羽
ば
た
く
干

支
の
新
年
を
迎
え
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
を
は
じ
め

全
国
支
部
懇
談
会
を
担
当
し
、大
変
の
年
で
し
た
。

多
く
の
方
か
ら
御
協
力
い
た
だ
き
無
事
終
了
で
き

ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
は
支
部
会
員
結
束
の
賜
物
で
あ
り
、
八
十

周
年
、
百
周
年
に
向
け
て
活
力
あ
る
活
動
に
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
山
岳
会
も
会
員
数
の
減
少
傾
向
が
激
し

く
、
会
員
増
に
向
け
て
の
検
討
が
な
さ
れ
、
こ
の

度
、「
準
会
員
制
度
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
本
来

な
ら
正
会
員
の
加
入
が
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、

金
銭
的
の
問
題
、
入
会
後
の
メ
リ
ッ
ト
等
か
ら
入

会
を
躊
躇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
声
も
あ
り
、
会
費

等
を
軽
減
し
て
、
三
年
後
に
正
会
員
に
移
行
す
る

と
い
う
制
度
で
す
。

　

越
後
支
部
は
、
歴
史
あ
る
支
部
で
す
が
会
員
も

高
齢
化
と
な
り
、
近
時
は
活
動
も
停
滞
化
の
様
相

で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
衰
退
す
る
危
機
感
か

ら
支
部
の
活
性
化
を
図
る
キ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
集

会
委
員
会
を
設
け
て
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
若
返
り
を
し
な
け
れ
ば
と
若
い
新
入
会
員

の
勧
誘
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
準
会
員
制

度
」
を
活
用
し
て
会
員
の
勧
誘
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
あ
っ
て
も
、
登
山
に
興
味
を

持
っ
て
い
ら
れ
る
方
を
知
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、

越
後
支
部
に
入
会
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　

山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝

す
る
こ
と
で
、
八
月
十
一
日
が
「
山
の
日
」
と
し

て
国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

親
子
登
山
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
案
内
不
足
か
ら

か
参
加
者
が
少
数
で
し
た
。

　

自
然
に
触
れ
、
登
山
の
喜
び
を
味
わ
い
、
次
世

代
を
担
っ
て
い
た
だ
く
、
若
い
親
子
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
今
年
は
、
関
係
役
員
を
中
心
に
検

討
を
重
ね
案
内
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
近
隣
で
参
加
希
望
者
が
お
り
ま
し
た
ら
、
大

い
に
参
加
を
勧
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

加
え
て
会
員
同
士
の
交
流
を
図
る
た
め「
靴
音
・

よ
り
あ
い
の
集
い
」
の
山
行
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
委
員
会
か
ら
「
越
後
山
岳
」
第
十
三
号
の

原
稿
募
集
案
内
が
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
発

行
を
目
指
し
て
、
五
月
末
日
の
締
切
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。内
容
を
充
実
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
会
員
か
ら
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
会

員
の
協
力
で
、
安
全
に
遂
行
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

 私の一枚私の一枚
朳差岳（えぶりさしだけ）
　毎年６月の上旬に、ハクサン
イチゲを見に飯豊へ登ります。
天候に恵まれれば、咲き初めの
ハクサンイチゲと、たおやかな
飯豊連峰の景観が楽しめます。
この一枚は頼母木山から撮影し
たものです。ここからの朳差岳
が一番好きです。

 鈴木　勝利

　

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て
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平
成
二
十
八
年
度

 
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
四
支
部
交
流
会

 

（
担
当
：
信
濃
支
部
）

 

日
本
三
百
名
山
二
十
一
座

日
本
三
百
名
山
二
十
一
座

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

踏
破
の
報
告

踏
破
の
報
告

 

副
支
部
長　

桐
生　

恒
治　

授　

竹
下
欣
宏
氏
の
「
火
山
と
向
き
合
っ
て
暮
ら

す
」（
御
嶽
山
と
共
に
）
と
題
す
る
講
演
会
が
あ
り
、

そ
の
後
、
会
場
を
「
蔦
屋
」
に
移
し
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。
越
後
十
二
名
、
信
濃
三
十
四
名
、
山

梨
八
名
、
静
岡
十
三
名
、
計
六
十
七
名
の
参
加
で
、

各
支
部
の
人
達
と
賑
や
か
に
語
り
、
踊
り
、
有
意

義
な
交
流
会
で
し
た
。

　

翌
二
日
の
交
流
登
山
は
慰
霊
登
山
と
し
て
「
御

嶽
山
」
で
行
わ
れ
た
。「
御
嶽
山
」
は
三
年
前
の

九
月
大
噴
火
を
起
こ
し
、
多
く
の
登
山
者
が
犠
牲

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
沈
静
化
の
方
向
に

あ
り
、
平
成
二
十
八
年
六
月
、
九
合
目
上
部
（
分

岐
）
ま
で
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
登
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
観
光
産
業
は
噴
火

前
に
比
べ
て
著
し
く
沈
滞
し
て
い
る
と
い
う
。

　

今
回
は
、
八
合
目
女
人
堂
と
九
合
目
上
部
の
二

手
に
分
か
れ
て
登
る
こ
と
に
し
た
。

　

ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
り
黒
沢
口
か
ら
登
る
。
行
場
山

荘
を
過
ぎ
、
樹
林
帯
を
登
る
と
視
界
が
開
け
八
合

目
女
人
堂
に
到
着
す
る
。
時
折
、
雲
の
間
か
ら
山

頂
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
献
花
を
し
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

そ
の
先
の
斜
面
の
紅
葉
は
本
当
に
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
あ
の
日
も
こ
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
山
頂

に
向
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
登
山
道
は
次
第
に
ガ

レ
場
の
急
斜
面
に
な
り
、
九
合
目
石
室
山
荘
（
営

業
中
）
に
着
く
。
登
山
道
の
岩
の
隙
間
に
は
火
山

   

開
催
地
：
長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

　

平
成
二
十
八
年
度
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
四
支
部

（
越
後
・
信
濃
・
山
梨
・
静
岡
）
交
流
会
は
十
月

一
日
〜
二
日
長
野
県
で
開
催
さ
れ
、
遠
藤
支
部
長

以
下
十
二
名
で
参
加
し
た
。

　

前
日
の
三
十
日
、
車
三
台
に
分
乗
し
梓
川
Ｓ
Ａ

で
合
流
、
夕
食
の
買
い
出
し
を
済
ま
せ
、
桐
生
副

支
部
長
の
案
内
で
ま
ず
名
勝
三
本
滝
や
善
五
郎
の

滝
を
見
学
し
、
白
骨
温
泉
の
野
展
望
風
呂
に
つ
か

り
紅
葉
を
堪
能
し
た
。

　

こ
の
日
の
泊
り
は
、
桐
生
さ
ん
が
、
山
仲
間
と

建
設
し
た
別
荘
「
入
山
山
荘
」
だ
。

　

山
荘
は
、
梓
湖
を
見
下
ろ
す
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
り
、
二
階
建
て
で
豪
華
な
囲
炉
裏
や

薪
ス
ト
ー
ブ
も
あ
る
立
派
な
も
の
。

　

手
慣
れ
た
男
性
が
鍋
料
理
を
作
り
、
持
参
し
た

ビ
ー
ル
で
ま
ず
乾
杯
。
そ
の
後
、
お
酒
、
ワ
イ
ン

と
進
み
夜
が
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

翌
日
、
田
邊
信
行
さ
ん
の
「
オ
カ
リ
ナ
」
演
奏

に
耳
を
傾
け
た
り
、
山
荘
に
置
か
れ
た
山
の
資
料

を
見
た
り
し
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
、
十
一
時
に
今

回
の
会
場
長
野
県
木
曽
町
の
お
ん
宿
「
蔦
屋
」
へ

向
か
っ
た
。

　

十
五
時
か
ら
木
曽
郡
民
会
館
で
信
州
大
学
准
教

灰
が
積
も
り
、
周
り
に
は
頭
が
欠
け
た
石
碑
が
多

く
見
ら
れ
、
噴
火
の
凄
ま
じ
さ
が
想
像
で
き
た
。

　

山
荘
の
上
の
分
岐
ま
で
更
に
登
り
、
遮
る
も
の

が
何
も
な
い
道
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
乳
白
色
に

な
っ
た
二
ノ
池
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。

 

（
佐
藤
レ
イ
子
）

　

越
後
支
部
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
日
本
三
百
名
山
越
後
支
部
執
筆
二
十
一
座
踏
破
」

の
計
画
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
数
の
支
部
会
員
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
三
月
二
十
七
日
浅
草
岳
登
頂
を
皮
切
り
に
、

最
終
の
十
一
月
三
日
御
神
楽
岳
ま
で
二
十
座
の
登

頂
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
七
月
十
七

日
に
予
定
し
て
い
た
焼
山
は
、
噴
火
警
戒
規
制
に

よ
り
入
山
禁
止
と
な
っ
た
た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
日
の
越
後
支
部
年
次
晩
餐
会
記

念
式
典
講
演
会
で
、
各
登
山
隊
が
撮
影
し
た
登
頂

写
真
や
登
山
風
景
の
写
真
を
七
十
一
枚
の
ス
ラ

イ
ド
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
タ
イ
ト
ル

の
「
越
後
の
鈍
と
根
」
は
、
創
立
二
〇
周
年
の
県

境
全
踏
査
縦
走
を
成
功
さ
せ
た
時
に
、
故
深
田
久

弥
氏
が
越
後
支
部
を
評
し
た
言
葉
を
引
用
し
ま
し

た
。
そ
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー

の
方
々
か
ら
登
頂
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
、
正
式
な
報
告
書
は
、
本
年
十
二

月
に
発
行
予
定
の
「
越
後
山
岳
第
十
三
号
」
に
掲

載
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

日
本
山
岳
会
会
報
「
山
」
二
〇
一
七
年
一
月
号

〜
支
部
だ
よ
り
〜
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
登
山

実
施
順
に
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
と
支
部
参
加
者
数
は

次
の
通
り
で
す
。
①
三
月
二
十
七
日
浅
草
岳
（
桐

生
恒
治
）
支
部
参
加
者
八
名
、
②
四
月
二
十
四
日

二
王
子
岳
（
高
橋
正
英
）
支
部
参
加
者
六
名
、
③

五
月
十
五
日
金
北
山
（
藤
井
与
嗣
明
）
支
部
参
加

者
十
五
名
、
④
五
月
二
十
二
日
守
門
岳
（
浅
野
亘

寛
）
支
部
参
加
者
六
名
、
⑤
五
月
二
十
九
日
米
山

（
後
藤
正
弘
）
支
部
参
加
者
三
十
六
名
、
⑥
六
月
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七
〇
周
年
記
念
登
山
二
十
座
踏
破

 

さ
す
が
越
後
支
部
の
鈍
と
根

 

実
行
委
員
長　

山
﨑　

幸
和　

五
日
粟
ヶ
岳
（
遠
藤
俊
一
）
支
部
参
加
者
八
名
、

⑦
六
月
十
九
日
巻
機
山
（
宮
崎
幸
司
）
支
部
参
加

者
九
名
、
⑧
六
月
二
十
五
日
佐
武
流
山
（
佐
藤
レ

イ
子
）
支
部
参
加
者
九
名
、
⑨
七
月
二
日
火
打
山

（
七
澤
恭
四
郎
）
支
部
参
加
者
六
名
、
⑩
七
月
三

日
妙
高
山
（
七
澤
恭
四
郎
）
支
部
参
加
者
六
名
、

⑪
七
月
十
日
朳
差
岳
（
石
山
政
雄
）
支
部
参
加
者

十
名
、
⑫
七
月
十
七
日
焼
山
（
靏
本
修
一
）
中
止
、

⑬
七
月
二
十
五
日
苗
場
山
（
小
山
一
夫
）
支
部
参

加
者
六
名
、
⑭
八
月
二
十
一
日
平
ヶ
岳
（
櫻
井
昭

吉
）
支
部
参
加
者
十
四
名
、
⑮
八
月
二
十
八
日
越

後
駒
ヶ
岳
（
楡
井
利
幸
）
支
部
参
加
者
十
三
名
、

⑯
九
月
十
一
日
八
海
山
（
吉
田
理
一
）
支
部
参
加

者
九
名
、
⑰
九
月
二
十
六
日
中
ノ
岳
（
和
田
守
）

支
部
参
加
者
七
名
、
⑱
十
月
二
日
鳥
甲
山
（
宮
崎

幸
司
）
支
部
参
加
者
六
名
、
⑲
十
月
十
三
日
雨
飾

山
（
後
藤
正
弘
）
支
部
参
加
者
七
名
、
⑳
十
月

二
十
二
日
青
海
黒
姫
山
（
後
藤
正
弘
）
支
部
参
加

者
九
名
、
㉑
十
一
月
三
日
御
神
楽
岳
（
阿
部
信
一
）

支
部
参
加
者
十
名
で
し
た
。
支
部
会
員
の
登
山
参

加
延
べ
人
数
は
二
〇
〇
名
、
オ
ー
プ
ン
参
加
及
び

公
募
登
山
参
加
の
メ
ン
バ
ー
は
合
計
九
十
三
名
と

多
数
の
方
々
が
登
山
を
楽
し
ま
れ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
最
多
登
頂
者
に
は
、
遠
藤
支
部
長
よ
り

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
男
性
の
部
で

一
位
遠
藤
俊
一
氏
（
十
六
座
）、
二
位
石
山
政
雄

氏
（
十
二
座
）、
三
位
田
邊
信
行
氏
（
九
座
）。
ま

た
女
性
の
部
で
一
位
根
津
洋
子
さ
ん
と
滝
沢
信
子

さ
ん
（
十
座
）、
三
位
井
口
礼
子
さ
ん
（
八
座
）

で
し
た
。

　

こ
の
二
十
一
座
登
山
は
、
越
後
支
部
創
設
者
の

藤
島
玄
初
代
支
部
長
の
「
越
後
の
山
を
登
り
理
解

す
る
」
思
想
を
踏
ま
え
、
多
く
の
支
部
会
員
が

「
越
後
の
山
を
改
め
て
深
く
学
び
経
験
す
る
」
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
各
登
山
隊
の
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
が
、
明
確
に
役
割
分
担
し
参
加
者
と

綿
密
な
連
絡
を
取
り
合
い
、
支
部
会
員
間
の
交
流

が
活
発
化
し
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
に
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
＆
越
後
支
部
ペ
ナ
ン
ト
」
を
配

布
し
、
登
頂
時
に
ペ
ナ
ン
ト
を
持
っ
て
記
念
写
真

の
撮
影
を
依
頼
し
ま
し
た
。
配
布
ペ
ナ
ン
ト
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
登
山
計
画
立
案
や
参
加

者
募
集
を
含
め
精
力
的
に
行
動
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
支
部
会
員
は
六
十
〜

七
十
歳
代
で
あ
り
、
参
加
者
も
同
等
年
齢
が
多

か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
す
。
安
全
登
山

を
最
優
先
に
取
り
組
み
無
事
故
で
終
了
し
、
健
康

登
山
と
言
う
観
点
で
支
部
活
動
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
は
、
実
際
に
山
に
登
る
こ
と
で
魅

力
あ
る
有
意
義
な
活
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

支
部
活
性
化
の
具
体
策
は
、
み
ん
な
で
山
に
登
る

こ
と
が
原
則
で
、
ま
ず
会
員
が
支
部
活
動
に
参
加

し
て
興
味
を
持
つ
こ
と
で
す
。
越
後
支
部
会
員
の

連
帯
感
を
、
他
の
山
仲
間
に
も
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
新
規
会
員
の
発
掘
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
健
康
に
登
山
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
同

士
の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て
、
新
規
会
員
の
勧

誘
も
積
極
的
に
試
み
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

当
支
部
の
創
立
は
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
五
日

で
、
そ
の
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
た
平
成
二
十
八

年
十
二
月
十
日
の
支
部
晩
餐
会
は
記
念
祝
賀
会
と

併
催
、
出
席
会
員
で
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
そ

し
て
九
ヶ
月
間
に
亘
っ
て
二
十
座
登
頂
の
記
念
登

山
の
報
告
が
、
桐
生
恒
治
副
支
部
長
及
び
出
席

二
十
一
座
担
当
者
（
焼
山
噴
火
規
制
中
止
）
か
ら

為
さ
れ
た
（
詳
細
は
会
報
『
山
』
二
十
九
年
一
月

号
参
照
）。

○
過
去
の
支
部
記
念
登
山
は
六
回
実
施
さ
れ
た
。

・
支
部
創
立
記
念　

昭
和
二
十
二
年
六
月

 

苗
場
山

・
二
〇
周
年　

昭
和
四
十
一
年
三
月
〜
六
月

 

県
境
全
踏
査

・
三
〇
周
年　

昭
和
五
十
一
年
六
月　

苗
場
山

・
四
〇
周
年　

昭
和
六
十
一
年
十
月　

狢
ヶ
森
山

・
五
〇
周
年　

平
成
八
年
九
月　

越
後
駒
ヶ
岳

・
六
〇
周
年　

平
成
十
八
年
九
月　

平
ヶ
岳

　

私
は
こ
の
内
、
二
〇
周
年
か
ら
六
〇
周
年
ま
で

の
五
回
参
加
し
て
き
た
が
、
今
で
も
強
烈
な
想
い

出
が
残
っ
て
い
る
の
は
五
十
年
前
の
二
〇
周
年
記

念
「
県
境
全
踏
査
縦
走
」
で
あ
る
。
全
長
六
八
七

キ
ロ
の
県
境
担
当
区
間
を
会
員
約
七
十
名
が
主
と

な
っ
て
県
内
岳
人
五
七
一
名
が
三
ヶ
月
間
に
亘
り

踏
破
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
県
境
踏
査
を
当
時
副
会
長
の
深
田
久
弥
は

「
越
後
衆
の
鈍
と
根
」
と
称
し
「
こ
ん
な
途
方
も

な
い
こ
と
を
思
い
つ
く
の
が
越
後
衆
の
鈍
な
ら
、

そ
れ
を
本
気
に
な
っ
て
実
行
し
た
の
は
越
後
衆
の

根
だ
ろ
う
。
越
後
支
部
に
は
強
靱
な
団
結
と
融
和

の
底
力
と
い
う
よ
り
糞
力
が
あ
っ
た
。
多
年
の
友

情
と
信
頼
が
反
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
。

　

も
う
こ
の
様
な
規
模
と
感
動
の
再
現
は
不
可
能

で
あ
る
が
、
七
〇
周
年
は
せ
め
て
多
数
の
参
加
会

員
と
話
題
に
残
る
記
念
登
山
を
と
望
み
「
三
百
名

山
の
内
二
十
一
座
登
頂
」
と
い
う
奇
想
を
実
行
す
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日
本
山
岳
会
越
後
支
部
七
〇
周
年
記
念
二
十
一
座
登
山

 

佐
武
流
山
（
苗
場
山
〜
佐
武
流
山
縦
走
）

 

登
山
報
告
書

 

報
告
者　

佐
藤
レ
イ
子　

る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
十
一
座
は
越
後
支
部
が
執

筆
担
当
し
た
座
数
で
、
各
々
担
当
の
会
員
各
位
に

は
登
山
計
画
と
リ
ー
ダ
ー
の
大
役
を
担
っ
て
頂
き

深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
実
行

委
員
に
は
桐
生
恒
治
、
遠
藤
俊
一
、
小
山
一
夫
、

遠
山
実
各
会
員
が
任
命
さ
れ
、
二
十
一
座
担
当
者

の
準
備
と
登
山
遂
行
関
係
の
処
理
に
尽
力
頂
い
た
。

お
か
げ
で
悪
天
延
期
な
く
無
事
故
で
、
し
か
も
参

加
会
員
は
延
べ
二
〇
〇
名
に
達
す
る
と
い
う
大
成

功
裏
の
内
に
終
了
で
き
、
祝
賀
会
で
感
激
を
新
た

に
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
五
十
年
前
、
深
田
久
弥
が
称
賛
さ
れ
た

越
後
支
部
会
員
の
「
鈍
と
根
」
が
、
今
も
ま
だ

脈
々
と
引
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。

一　

日　

時

　
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
㈮
〜
二
十
五
日
㈯

二　

参
加
者

 

Ｃ
Ｌ
．佐
藤
レ
イ
子　
　

Ｓ
Ｌ
．桐
生
恒
治

　
　
　

遠
藤
俊
一
、
根
津
洋
子
、
高
橋
初
代
、

　
　
　

滝
沢
信
子
、
井
口
光
利
、
井
口
礼
子
、

　
　
　
成
海　

修
（
日
帰
り
）、
戸
貝
美
枝
子
（
会
員
外
）

 

合
計　

十
名

三　

コ
ー
ス
タ
イ
ム

二
十
四
日
㈮　

苗
場
山
小
赤
沢
三
合
目
登
山
口
発

10
：
00

－

（
途
中
昼
食
）

－

赤
倉
山
分
岐
13
：
00

－

苗
場
山
頂
13
：
30
（
泊
）

二
十
五
日
㈯　

宿
発
４
：
30

－

苗
場
神
社
５
：
00

－

（
途
中
朝
食
）

－

赤
倉
山
７
：
10

－

ナ
ラ
ズ
山

９
：
00

－

土
舞
台
10
：
00

－

分
岐
11
：
00

－

佐
武

流
山
山
頂
12
：
00
〜
10

－

分
岐
13
：
00
〜
20

－

ワ

ル
サ
峰
13
：
50

－

物
思
平
15
：
00

－

渡
渉
点
15
：

35
〜
50

－

登
山
口
17
：
15

－

車
回
収
解
散
18
：
30

四　

概
要
・
記
録

　

何
と
い
っ
て
も
一
番
の
気
が
か
り
は
天
気
だ
っ

た
。
九
州
地
方
で
は
大
規
模
な
被
害
の
出
て
い
る

梅
雨
の
こ
の
時
期
、
毎
日
、
猫
の
目
の
よ
う
に
変

わ
る
天
気
予
報
に
何
と
か
大
雨
だ
け
は
降
ら
な
い

で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
の
が
通
じ
た
の
か
、
二

日
間
と
も
ほ
と
ん
ど
雨
具
を
着
る
こ
と
な
く
、
登

山
道
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
長
丁
場
の
尾
根
を
、

健
脚
の
皆
様
の
協
力
で
無
事
縦
走
し
佐
武
流
山
に

登
頂
し
ま
し
た
。

　

二
十
四
日
㈮
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
分
乗
し
、
苗

場
山
小
赤
沢
三
合
目
駐
車
場
に
集
合
し
、
十
時
出

発
す
る
。
青
空
も
覗
い
て
い
た
が
、
次
第
に
雲
が

広
が
っ
て
き
た
。
歩
き
始
め
て
す
ぐ
右
に
ブ
ナ
の

巨
木
が
あ
る
。
マ
タ
タ
ビ
の
花
も
咲
い
て
い
た
。

緩
や
か
な
樹
林
帯
を
進
む
と
四
合
目
水
場
に
到
着

し
小
休
止
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
汲
ん
だ
水
は
茶
色

に
濁
っ
て
い
た
。
途
中
で
先
に
出
発
し
た
グ
ル
ー

プ
を
追
い
抜
き
、
緩
や
か
だ
っ
た
登
山
道
は
次
第

に
傾
斜
を
増
し
、
所
々
鎖
の
あ
る
岩
場
に
な
る
。

六
合
目
の
水
場
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
し
か
出
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
先
見
晴
し
の
良
い
所
で
昼
食
を

取
る
。
登
山
道
脇
に
は
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
ミ
ツ

バ
オ
ウ
レ
ン
、
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な

ど
が
咲
い
て
い
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

八
合
目
で
展
望
が
一
気
に
開
け
、
池
塘
が
点
在

す
る
木
道
の
敷
か
れ
た
高
層
湿
原
に
出
る
。
ヒ
メ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
が
咲
き
、
ワ

タ
ス
ゲ
が
白
い
穂
を
な
び
か
せ
て
い
た
。
正
面
に

は
明
日
登
る
佐
武
流
山
が
遠
く
に
望
め
、
振
り
返

れ
ば
鳥
甲
山
、
更
に
横
手
山
や
岩
菅
山
…
…
と
周

り
の
山
々
が
鮮
明
に
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
な
ど
の
樹
林
帯
に
入
り
、

再
び
湿
原
に
出
る
。
チ
ン
グ
ル
マ
も
ま
だ
残
っ
て

い
た
。
苗
場
山
の
山
頂
部
は
平
坦
で
広
く
大
小
無

数
の
池
塘
が
点
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
宿
泊
は
山
頂
の
「
苗
場
山
自
然
体
験

交
流
セ
ン
タ
ー
」
だ
。
山
頂
は
隣
の
今
は
無
き

「
遊
仙
閣
」
の
後
ろ
で
、
一
等
三
角
点
が
あ
る
。

ペ
ナ
ン
ト
を
掲
げ
記
念
撮
影
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
宿
に
入
る
と
同
時
に
雨
が
降
り
始
め
、

明
日
の
天
候
を
祈
り
つ
つ
乾
杯
す
る
。
宿
は
私
達

の
他
に
二
パ
ー
テ
ィ
で
、
ゆ
っ
た
り
と
使
う
こ
と
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く
有
難
い
。

　

こ
こ
か
ら
佐
武
流
山
ま
で
は
長
い
登
り
が
待
っ

て
い
る
。
疲
れ
た
体
に
は
堪
え
る
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
全
員
健
脚
で
黙
々
と
登
り
続
け
る
。
整

備
さ
れ
た
中
津
川
林
道
か
ら
佐
武
流
山
に
登
る
登

山
道
に
合
流
す
る
分
岐
ま
で
の
登
り
が
急
で
一
番

大
変
だ
っ
た
。

　

分
岐
に
荷
物
を
デ
ポ
し
、
空
身
で
山
頂
へ
向
か

う
。
坊
主
平
を
経
て
一
時
間
ほ
ど
緩
や
か
に
登
る

と
山
頂
に
到
着
す
る
。
中
津
川
林
道
か
ら
登
っ
て

来
た
成
海
さ
ん
が
既
に
到
着
し
て
い
た
。
今
日
は

我
々
の
他
に
誰
も
登
っ
て
い
な
か
っ
た
。
十
数
年

前
、
ル
ー
ト
が
で
き
て
最
近
は
人
が
来
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
山
は
、
以
前
は
本
当
に
秘

境
の
山
だ
っ
た
。
あ
れ
だ
け
探
し
て
も
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
三
角
点
が
ち
ゃ
ん
と
顔
を
出
し
て
い
た
。

　

山
頂
で
ペ
ナ
ン
ト
を
掲
げ
記
念
写
真
を
撮
り
、

分
岐
ま
で
戻
り
昼
食
を
取
っ
た
。

　

下
山
も
時
間
が
か
か
る
の
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い

ら
れ
な
い
。
岩
場
ま
じ
り
の
小
ピ
ー
ク
を
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
し
、
立
ち
枯
れ
の
あ
る
ワ
ル
サ
峰
に
着
く
。

右
手
に
は
今
朝
か
ら
縦
走
し
て
き
た
苗
場
山
か
ら

赤
倉
山
、
ナ
ラ
ズ
山
が
大
パ
ノ
ラ
マ
と
な
っ
て
望

む
こ
と
が
で
き
感
慨
深
い
。

　

そ
の
後
も
岩
や
木
の
根
で
歩
き
辛
い
痩
せ
尾
根

が
続
く
。
ロ
ー
プ
も
何
箇
所
か
設
置
さ
れ
て
い
て

急
峻
だ
。
木
の
根
元
に
偶
然
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
を
発
見

　

笹
藪
を
漕
ぎ
な
が
ら
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
疲
れ

も
二
倍
。
熊
は
ぎ
に
さ
れ
た
木
も
点
在
し
て
い

た
。
し
か
も
真
新
し
い
。
ナ
ラ
ズ
山
の
山
頂
に
到

達
し
て
一
息
入
れ
る
。
山
頂
は
狭
く
笹
藪
と
オ
オ

シ
ラ
ビ
ソ
に
囲
ま
れ
、
一
九
八
〇
年
の
古
い
看
板

が
あ
っ
た
。

　

ナ
ラ
ズ
山
の
下
り
の
藪
が
一
番
ひ
ど
く
、
一
瞬

ル
ー
ト
を
見
失
っ
た
が
、
軌
道
修
正
し
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
刈
り
払
い
さ
れ
た
道
に

ひ
ょ
っ
こ
り
出
た
。
で
も
、
そ
の
道
も
笹
が
再
生

し
始
め
、
い
ず
れ
藪
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
は
必
至

だ
。
最
低
鞍
部
が
「
土
舞
台
」
で
広
場
に
な
っ
て

い
た
。
刈
り
払
い
さ
れ
た
所
は
、
や
は
り
歩
き
易

　

こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
藪
」

に
突
入
だ
。
足
元
を
見
る
と
僅
か
に
踏
み
跡
ら
し

き
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
背
丈
ほ
ど
の
笹
藪
に
完

全
に
覆
わ
れ
、
漕
ぎ
分
け
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
跳
ね
返
っ
た
笹
が
平
手
打
ち
の
よ
う
に
顔

に
当
た
り
、
足
元
の
倒
木
や
笹
の
根
や
水
た
ま
り

が
見
え
な
い
か
ら
更
に
厄
介
だ
。
時
々
、
し
り
も

ち
を
つ
い
て
悲
鳴
が
上
が
る
。
そ
れ
で
も
、
へ
つ

り
道
に
な
る
と
、
展
望
が
開
け
、
雲
海
に
浮
か
ぶ

平
標
山
、
越
後
三
山
方
面
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

反
面
、
斜
め
に
な
っ
た
足
元
は
土
砂
が
流
れ
草
が

浮
き
不
安
定
で
、
某
氏
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
斜
面

の
草
藪
に
転
げ
落
ち
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
し
た
。

が
で
き
た
。
食
事
は
お
か
わ
り
自
由
の
カ
レ
ー
、

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
で
美
味
し

か
っ
た
。

　

明
日
は
早
い
の
で
早
め
に
就
寝
し
た
が
、
窓
を

揺
ら
す
激
し
い
風
の
音
で
目
が
覚
め
、
外
を
の
ぞ

く
と
暴
風
雨
状
態
だ
。
気
に
な
っ
て
な
か
な
か
寝

付
か
れ
ず
、
何
と
か
朝
ま
で
に
収
ま
っ
て
く
れ
な

い
か
と
願
う
。

　

二
十
五
日
㈯
午
前
三
時
半
、
他
の
パ
ー
テ
ィ
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
静
か
に
起
き
て
支
度
を
し

て
四
時
半
、
雨
具
を
着
け
て
出
発
だ
。
風
は
夜
中

よ
り
若
干
弱
く
な
り
、
雨
も
小
降
り
に
な
っ
て
き
た
。

　

昨
日
来
た
木
道
を
戻
り
、
赤
倉
山
分
岐
で
左
へ

曲
が
り
、
更
に
木
道
を
下
る
。
木
道
が
切
れ
る
と

所
々
水
た
ま
り
が
あ
り
避
け
な
が
ら
進
む
。
登
山

道
脇
に
は
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン

が
満
開
だ
。

　

左
に
苗
場
神
社
を
見
送
り
、
途
中
、
井
口
さ
ん

か
ら
旧
登
山
道
が
あ
っ
た
場
所
と
石
碑
を
教
え
て

も
ら
っ
た
。
一
時
間
ほ
ど
で
雨
は
上
が
り
、
そ
の

代
り
ブ
ユ
の
大
群
が
顔
に
ま
と
わ
り
つ
き
大
変
だ
。

　

赤
倉
山
手
前
で
朝
食
タ
イ
ム
を
取
り
、
標
高
差

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
登
る
と
赤
倉
山
山
頂
だ
。
オ

オ
シ
ラ
ビ
ソ
や
コ
メ
ツ
ガ
の
木
で
見
晴
し
は
良
く

な
く
、
左
へ
赤
湯
に
至
る
登
山
道
が
あ
る
が
、
あ

ま
り
人
が
歩
か
れ
て
い
な
い
様
子
だ
っ
た
。
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事事  

務務  

局局  

連連  

絡絡

編編  

集集  

後後  

記記

 

本
間　

一
人　

　

何
も
し
な
い
支
部
と
は
遠
い
昔
の
こ
と
で
、
か

つ
て
は
県
境
縦
走
と
い
う
大
変
な
事
業
も
や
り
と

げ
た
。
そ
の
と
き
の
ホ
ウ
ロ
ウ
ビ
キ
の
菱
形
の
票

識
が
昨
年
眼
に
し
た
。
偉
大
な
記
録
と
共
に
当
時

の
記
憶
が
蘇
っ
た
。
昨
年
の
二
十
一
座
の
記
録
も

支
部
と
し
て
語
り
つ
が
れ
る
も
の
と
思
う
。
そ
の

思
い
を
載
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
越
後
山
岳

に
も
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
投
稿
い
た

だ
い
た
物
を
ま
ず
は
一
読
願
い
た
い
。

『
越
後
山
岳
』
十
三
号
原
稿
募
集
中

　

越
後
支
部
創
立
七
〇
周
年
を
記
念
し
て
、『
越

後
山
岳
』
十
三
号
を
発
行
し
ま
す
。
す
で
に
詳
細

に
つ
い
て
会
員
の
皆
様
に
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

が
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

登
山
記
録
・
山
行
紀
行
・
随
想
・
地
域
研
究
・

人
物
研
究
・
山
の
動
植
物
研
究
・
山
の
詩
、
短
歌
、

俳
句
な
ど
、
文
字
数
は
八
千
字
程
度
、
原
稿
締
め

切
り
は
五
月
三
十
一
日
で
す
。

支
部
会
員
動
向

（
二
〇
一
六
年
六
月
〜
十
二
月
）

一　

物
故
会
員

　

飯
田　

武
夫
（
八
二
五
七
）

　
　
　

新
潟
市
西
区　

死
亡
日
不
明

二　

退 

会 

者

　

青
木　
　

司
（
一
三
三
五
二
）

　
　
　

二
〇
一
六
年
十
一
月

　

小
林　

厚
子
（
一
四
八
六
六
）　

手
続
き
中

三　

新
入
会
員

　

田
辺　

忠
史
（
申
請
中
）

四　

支
部
会
員
総
数

 
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
五
日
現
在
）

　

一
九
八
名

す
べ
て
の
活
動
を
会
員
拡
大
へ
つ
な
げ
よ
う
。

　

日
本
山
岳
会
の
最
大
の
課
題
は
、
会
員
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
組
織
・
財
政
を
立
て
直
す
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
日
本
山
岳
会
再
生
委
員
会
に
よ
る
分

析
・
提
言
を
受
け
て
、
こ
こ
数
年
取
り
組
み
を
強

化
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
新
入
会
員
が
五

年
連
続
二
〇
〇
人
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
会

員
減
少
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

越
後
支
部
会
員
の
平
均
年
齢
は
七
三
歳
と
全
国

平
均
よ
り
五
歳
高
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
会
員
の
減
少
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
活
動
を
会
員
拡
大
に
つ

な
げ
る
よ
う
活
動
を
強
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
を
支
部
全
体
で
共
有
し
、

新
入
会
員
勧
誘
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

支
部
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
及
び
「
入
会
申
込
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
是
非
、
お
声
か
け
下
さ
い
。
な
お
、

「
入
会
申
込
書
」
は
日
本
山
岳
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

し
た
。
急
な
斜
面
を
ジ
グ
ザ
グ
に
下
る
と
、「
物

思
平
」
と
書
か
れ
た
平
ら
な
場
所
に
出
て
小
休
止
。

更
に
急
な
斜
面
を
下
る
と
、
沢
の
音
が
次
第
に
大

き
く
な
り
、
渡
渉
点
に
出
る
。
五
〜
六
メ
ー
ト
ル

の
沢
は
雨
で
若
干
水
量
も
増
し
流
れ
も
速
い
。
渡

し
て
あ
る
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
成
海
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
で
全
員
無
事
に
渡
り
終
え
る
。
車
回

収
の
五
人
は
先
に
出
発
し
、
残
り
の
人
は
そ
の
後
、

林
道
を
延
々
と
歩
い
て
ド
ロ
ノ
木
平
登
山
口
へ
向

か
っ
た
。
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